
 

ライオンみやぎ 2017-2018   9・10月号

夢と希望の明日に向かって   
　　　　　　 We Serve

郡和子仙台市長を表敬訪問
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朝
夕
は
め
っ
き
り
涼
し
く
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
ク

ラ
ブ
の
会
長
を
中
心
に
奉
仕
活
動
に
邁
進
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
が
百
周
年
を
迎
え
、
国
際
協
会

が
今
後
５
年
間
の
戦
略
計
画
と
し
て
策
定
し
た

「
L
C
I
フ
ォ
ワ
ー
ド
」は
、2
0
2
1
年
ま
で
毎

年
２
億
人
を
超
え
る
人
々
に
奉
仕
を
実
施
し
、

生
活
の
改
善
を
目
的
と
す
る
指
針
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
推
進
を
目
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
シ

ョ
ン
チ
ー
ム
（
G
A
T
）
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

G
A
T
は
G
L
T
、G
M
T
、
そ
し
て
今
年
度
か

ら
設
置
さ
れ
た
G
S
T（
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー
ビ
ス

チ
ー
ム
）か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

三
つ
の
主
要
分
野（
指
導
力
育
成
、
会
員
増
強
、

が
、
10
月
２
日
の
第
２
Ｒ
・
第
２
Ｚ
ま
で
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
公
式
訪
問
は

シ
ン
プ
ル
な
地
区
運
営
の
一
環
と
し
て
、
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
質
問
書
の
内
容
を
重
点
項
目
の

み
と
し
簡
素
化
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
、
全
ク

ラ
ブ
集
合
で
開
催
し
て
い
る
事
務
局
員
ス
ク
ー

ル
は
、
三
役
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
前
に
ゾ
ー
ン
内

事
務
局
員
と
の
懇
談
会
と
し
て
実
施
し
、
経
費

の
節
減
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。
訪
問
先
の
す

べ
て
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
た
い
へ
ん
心
温
ま
る
歓

迎
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
会

員
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
、
ま
た
懇
談
会
で
伺
っ
た
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
な
ど
は
、
今
後
の
地
区
運
営
に
し
っ
か
り
と

反
映
し
て
参
り
ま
す
。
改
め
て
、
こ
の
度
の
公

式
訪
問
で
賜
っ
た
友
情
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
郡
和
子
新
仙
台
市
長
を
は
じ
め
、

表
敬
訪
問
を
行
っ
た
首
長
か
ら
は
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
奉
仕
活
動
の
貢
献
に
対
し
て
、
高
い

評
価
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
て
参
り
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
各
位
の
奉
仕
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

Z
C
、
そ
し
て
担
当
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
の
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

奉
仕
）の
取
り
組
み
を
一
元
化
す
る
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
組
織
、
行
動

力
を
さ
ら
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。
当
地
区
で

は
様
々
な
課
題
を
克
服
す
る
為
に
、F
W
T
を
加

え
た
G
A
T
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
東
北
福
祉
大
学
レ
オ
ク
ラ
ブ
に
続
き
、

地
区
内
２
番
目
と
な
る
宮
城
学
院
女
子
大
学
さ

く
ら
レ
オ
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
去
る

８
月
３
日
に
は
、
結
成
証
明
書
授
与
式
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
チ
ャ
ー
タ
メ
ン
バ
ー
64
名
か
ら

な
る
さ
く
ら
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
新
し
い
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。「
L
C
I
フ
ォ
ワ
ー
ド
」は
５
年
後
、

ラ
イ
オ
ン
・
レ
オ
の
会
員
数
を
1
7
0
万
人
に

増
や
す
こ
と
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
次
世
代

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
若
い
世
代
の
レ
オ
を
取
り
込

み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
奉
仕
の
枠
組
を
形
成
す
る

と
位
置
付
け
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
東
北
福
祉

大
学
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
若
者
の
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
新
た
な
発
想
の
奉
仕
活
動
に
期
待
い

た
し
ま
す
。
当
地
区
に
お
い
て
は
G
S
T
・
レ

オ
委
員
会
が
中
心
と
な
り
支
援
を
し
て
参
り

ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
29
日
、
第
３
Ｒ
・
第
２
Ｚ
を
皮

切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
公
式
訪
問
の
全
９
回

ガ バ ナ ー 通 信

ガバナー
L.竹下 直義

（仙台萩LC）
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　ライオンズクラブは創立100周年を迎えました。国
際協会は次なる世紀への新たな奉仕プラットフォーム
「LCIフォワード」を推進しております。この方向性は、
332-C地区が現在抱えている課題と共有する部分が多々
あり、我々も検討推進してまいります。もう一度、足元
を見つめ直しシンプルな効率の良い地区運営を心がけて
まいります。

１	

会
員
維
持
増
強

	
◯ 

継
続
的
な
会
員
増
強
の
推
進

	
◯ 
退
会
防
止
に
全
力

２	
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

	

◯ 

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

	

◯ 

交
流
会
の
開
催

３	

L
C
I
F
、
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

	

基
金
へ
の
献
金

	

◯ 

L
C
I
F 

1
0
0,
0
0
0
ド
ル

	

◯ 

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金 
3
5
0
万
円

４	

子
供
達
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
支
援

	

◯ 

平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

	

◯ 

子
供
達
の
貧
困
対
策
へ
の
支
援

	

◯ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
、
薬
物
乱
用
防
止

	

　 

活
動
の
推
進

日　程 行　事

11/ ６（月） 平和ポスターコンテスト地区選考会
（17:30～　キャビネット事務局）

11/ ７（火） 第１回FWTセミナー
（14:30～　パレスへいあん）

11/13（月） 第２回名誉顧問会議
（12:00～　キャビネット事務局）

11/17（金） 第56回OSEALフォーラム
（～20日　台湾 台南）

11/24（金） 第２回キャビネット会議
（14:00～　仙都会館 8F会議室）

11/27（月）

グドラン国際第一副会長公式訪問
（16:30～　帝国ホテル）

第２回クラブ会長交流会
（14:00～　仙都会館 8F会議室）

12/ ５（火） 第２回FWTセミナー
（14:30～　パレスへいあん）

2017〜2018
ライオンズクラブ国際協会 332-C地区 地区運営方針

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン

夢
と
希
望
の
明
日
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

W
e   

S
e
r
v
e

次
世
代
の
未
来
を
拓
く  

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
力

　
　
　

団
結
の
力　

友
情
の
力　

行
動
の
力　

奉
仕
の
力
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332-C地区関連 11・12月度の予定

（2017年10月10日現在）
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第3Ｒ第２Ｚ
ガバナーアワード
大和エコーLC
Ｌ.渡邊 仁
塩釜中央LC
Ｌ.平山 優
富谷LC
Ｌ.児玉 逸雄

第3Ｒ第1Ｚ
ガバナーアワード
塩釜LC
Ｌ.鈴木 嘉仁
多賀城LC
Ｌ.加藤 則博
七ヶ浜LC
Ｌ.鈴木 郁夫
仙台高砂LC
Ｌ.石川 光次郎
仙台いわきりLC
Ｌ.遠藤 正明
利府LC
Ｌ.三浦 知則
仙台ニューポートLC
Ｌ.大友 重則

8月29日（火）

8月31日（木）

ホスト
クラブ

ホスト
クラブ

塩釜中央LC

仙台高砂LC

リジョン・チェアパーソン／L.木川田 明弘（仙台高砂LC）　ゾーン・チェアパーソン／L.平山 優（塩釜中央LC）

リジョン・チェアパーソン／L.木川田 明弘（仙台高砂LC）　ゾーン・チェアパーソン／L.紀野国 俊道（七ヶ浜LC）

ガバナー公式訪問

ガバナー公式訪問

3R2Z

3R1Z

木川田RC、平山ZC、小野寺塩釜中央LC会長をはじめ皆様、
ありがとうございました（塩竈市役所にて内形副市長と）

新入会員の入会式が行われました

第一回目の公式訪問は
3R2Zから始まりました

第3リジョン
木川田明弘RCの挨拶

竹下ガバナーの入場

原田第一副地区ガバナーの挨拶

ガバナーアワードの表彰
「おめでとうございます」

ガバナーアワードの表彰 「おめでとうございます」

竹下ガバナーが熱い思いで今期の方針を語られました

竹下ガバナーより今期の方針について
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第4Ｒ第1Ｚ
ガバナーアワード
石巻LC
L.齋藤 昌彦
東松島LC
L.村上 廣志
石巻中央LC
L.小野 信男
女川LC
L.伊藤 俊
石巻東LC
L.阿部 正春
石巻日和LC
L.松田 弘美
石巻河南LC
L.吉田 拓郎
石巻河北LC
L.髙橋 吉一
石巻めぐみ野LC
L.佐々木 千代男
石巻アゼリア支部
L.相澤 利子

第2Ｒ第1Ｚ
ガバナーアワード
名取LC
L.佐藤 太
亘理LC
L.黒崎 敏郎
岩沼LC
L.鉾建 茂幸
柴田LC
L.髙橋 盛次
大河原LC
L.菅野 睦雄
丸森LC
L.渡辺 良仁
山元LC
L.岩佐 一郎

9月4日（月）

9月11日（月）

ホスト
クラブ

ホスト
クラブ

山元LC

石巻LC

リジョン・チェアパーソン／L.永冨 淳次（名取LC）　ゾーン・チェアパーソン／L.髙橋 良一（山元LC）

リジョン・チェアパーソン／L.大橋 博之（東松島LC）　ゾーン・チェアパーソン／L.相澤 満（石巻LC）

ガバナー公式訪問

ガバナー公式訪問

2R1Z

4R1Z

浅野キャビネット幹事より
竹下ガバナーの紹介

石川達雄名誉顧問より献金
「ありがとうございます」

アゼリア支部の皆様と
「とても楽しいひと時となりました」 三役ミーティングの様子

竹下ガバナーより今期の方針が語られました

髙橋ZCの挨拶

2R1Zの皆様 「ありがとうございました」
山元町のマスコット「ホッキーくん」と

竹下ガバナー

永冨RCの挨拶 山元町 齋藤俊夫町長の挨拶
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第4Ｒ第2Ｚ
ガバナーアワード
南三陸志津川LC
L.沼倉 博希
気仙沼LC
L.谷村 明信
佐沼LC
L.佐々木 雅之
中田LC
L.鮱名 修

第5Ｒ第1Ｚ
ガバナーアワード
古川LC
L.猪股 昭一
鹿島台LC
L.庄子 光雄
小牛田LC
L.渡邊 哲哉
涌谷LC
L.最上 真
古川古城LC
L.小山 好典
古川LSC
LS.皆川 裕美

9月13日（水）

9月19日（火）

ホスト
クラブ

ホスト
クラブ

小牛田LC

中田LC

ゾーン・チェアパーソン／L.村松 秀雄（小牛田LC）

リジョン・チェアパーソン／L.大橋 博之（東松島LC）　ゾーン・チェアパーソン／L.堀内 勝（中田LC）

ガバナー公式訪問

ガバナー公式訪問

5R1Z

4R2Z

新入会員の入会式が行われました

佐沼LC会長 及川Lのご発声で
祝宴が始まりました若手ライオンと談笑する竹下ガバナー

とても楽しく活気ある
祝宴となりました 三役ミーティングの様子

堀内勝ZC（中田LC）より挨拶

地元の中学生の皆様による素晴らしい
演奏が披露されました

式典は厳粛に執り行われました 竹下ガバナーより今期の方針について

竹下ガバナーより今期の方針について
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第2Ｒ第2Ｚ
ガバナーアワード
蔵王LC
L.太田 富造
川崎LC
L.菅原 健一
白石益岡LC
L.糠澤 誠
村田LC
L.小林 茂
七ヶ宿LC
L.佐藤 俊信

第5Ｒ第2Ｚ
ガバナーアワード
栗原若柳LC
L.千葉 鉄夫
志波姫LC
L.堀内 敦
高清水LC
L.高橋 正浩
築館LC
L.千葉 清
加美LC
L.鶴谷 勉

9月20日（水）

10月2日（月）

ホスト
クラブ

ホスト
クラブ

高清水LC

村田LC

ゾーン・チェアパーソン／L.熊谷 正一郎（高清水LC）

リジョン・チェアパーソン／L.永冨 淳次（名取LC）　ゾーン・チェアパーソン／L.菅井 仁（村田LC）

ガバナー公式訪問

ガバナー公式訪問

5R2Z

2R2Z

竹下ガバナーが今期の方針を語られました 熊谷正一郎ZC（高清水LC）のアテンドで三役の入場

中嶋名誉顧問のガバナー時代の
三役によるご発声で祝宴がスタート

生バンドの演奏で
竹下ガバナーと浅野幹事の

デュエットが披露されました
祝宴では生バンドの演奏

「竹下ガバナーはビートルズの演奏が趣味」

　竹下ガバナーへ
嬉しいプレゼント

この日が最後の公式訪問でした。竹下ガバナーを始め
キャビネットの皆様 「ありがとうございました」 竹下ガバナーより地区方針が伝えられました

ゾーンの皆様と丁寧に懇談する竹下ガバナー 菅井仁ZC（村田LC）より挨拶
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第1Ｒ
第1Ｚ・2Z・3Z
ガバナーアワード
●1R1Z
仙台LC
L.作間 照男
仙台五城LC
L.淺見 紀夫
仙台いずみLC
L.松村 良則
仙台東LC
L.細川 雄一
仙台泉中央LC
L.斎藤 範夫

●1R2Z
仙台青葉LC
L.栗田 敏光
仙台広瀬LC
L.山口 克宏
仙台萩LC
L.小野寺 信介
仙台瑞鳳LC
L.三上 榮一
仙台杜LC
L.川原 眞也
仙台シティLC
L.中村 忍
仙台わかば支部
L.佐藤 なな子

●1R3Z
仙台エコーLC
L.保坂 浩一
仙台宮城野LC
L.郡山 勉
仙台第一LC
L.佐藤 真弓
仙台青雲LC
L.後藤 惠子

9月26日（火）
ホストクラブ
仙台LC・仙台広瀬LC・仙台第一LC

リジョン・チェアパーソン／L.武者 眞博（仙台青雲LC）
ゾーン・チェアパーソン／1Z  L.服部 耕三（仙台LC）　2Z  L.澁谷 孝志（仙台広瀬LC）　3Z  L.渡邉 晴子（仙台第一LC）

ガバナー公式訪問 1R1Z・2Z・3Z

浅野キャビネット幹事による竹下ガバナーの紹介

今年度の地区方針を伝える竹下ガバナー

事務局員の皆様との懇談会が開催されました

式典は盛大に執り行われました

新入会員の入会式が執り行われました

LCIF1,000ドル献金が多くなされました

ゴールド100周年ライオンの表彰RC、ZCの皆様ありがとうございました

三役会議の様子
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去
る
９
月
２
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
５
―
Ｂ
地
区
大
阪
志
学
台
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
当
地
区
東

北
福
祉
大
学
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ（
海
の

杜
水
族
館
周
辺
清
掃
活
動
）
な
ら
び
に
合
同
例
会
（
活
動
報

告
会
・
親
睦
会
）を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
レ
オ
委
員
会
主
催
に
て

開
催
致
し
ま
し
た
。
大
阪
志
学
台
レ
オ
ク
ラ
ブ
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
４
年
に
わ
た
り
、
被
災
３
県
の
復
興
支
援

を
実
施
し
て
お
り
、
当
地
区
に
レ
オ
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た

こ
と
を
聞
き
つ
け
、
昨
年
よ
り
交
流
の
機
会
を
も
っ
て
お

り
ま
し
た
。
今
年
は
宮
城
県
の
沿
岸
部
の
清
掃
活
動
を
実

施
し
た
い
と
い
う
要
望
か
ら
、
経
験
の
あ
る
仙
台
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
を
し
、
東
北
福
祉

大
学
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
合
同
に
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
計
画

致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
面
や
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー

と
の
交
流
も
考
慮
し
、
ア
ク
ト
実
施
地
区
に
近
い
１
Ｒ
と

３
Ｒ
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
支
援
要
請
も
行
い
、
30
名
超
の
ラ

イ
オ
ン
に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
阪
志

学
台
レ
オ
ク
ラ
ブ
は
創
立
25
年
の
歴
史
あ
る
レ
オ
ク
ラ
ブ

で
、
誕
生
間
も
な
い
東
北
福
祉
大
学
レ
オ
ク
ラ
ブ
に
と
っ

て
は
、
た
い
へ
ん
良
い
交
流
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
皆
様
ご
存
知
の
通
り
、
３
３
５
―
Ｂ
地

区
は
被
災
直
後
よ
り
、
当
地
区
に
多
大
な
支
援
を
頂
戴
し

て
い
る
地
区
で
す
。
レ
オ
の
中
に
は
今
度
は
ぜ
ひ
３
３
５

―
Ｂ
地
区
を
訪
問
し
た
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
震
災

を
機
に
で
き
た
絆
を
今
後
も
大
切
に
し
、
奉
仕
を
通
じ
て

レ
オ
の
育
成
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
ア
ク
ト
の
実
施
に
対
し
、
打
合
せ
か
ら

当
日
の
段
取
り
と
時
間
を
割
い
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
仙
台
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
L

鈴
木
典
征
、
実
行
委
員
長
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た

幹
事
L
小
野
寺
淳
一
、
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
、
当
委
員

会
は
G
S
T
の
活
動
指
針
に
則
り
、
レ
オ
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
G
S
T
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

兼 

レ
オ
委
員
会 

委
員
長　
Ｌ 

佐
藤 

靖
記
）

　
2
0
1
7
年
8
月
25
日（
金
）青

葉
区
の
仙
都
会
館
に
て
、
第
1
回

会
長
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
交
流
会
の
開
催
の
趣

旨
は
、
会
長
が
一
堂
に
集
い
、
同

じ
空
間
で
各
委
員
会
か
ら
の
今
年

度
の
方
針
や
報
告
事
項
を
共
有
す

る
こ
と
で
し
た
。
各
委
員
会
か
ら

各
ク
ラ
ブ
へ
の
情
報
の
伝
達
、
周

知
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

現
状
を
踏
ま
え
、
初
の
取
り
組
み

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
は

じ
め
、
全
委
員
会
の
委
員
長
ま
た

は
副
委
員
長
が
参
加
し
、
ク
ラ
ブ

会
長
に
向
け
て
、
伝
達
事
項
、
依

頼
事
項
、
運
営
方
針
な
ど
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
各
ク
ラ
ブ
会
長
に
は
、
地
区

の
運
営
方
針
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
て
頂
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
も
盛
大

で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
未
来

と
活
性
化
の
た
め
に
、
素
晴
ら
し

い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

TOPICS

活動報告

LC国際協会335-B地区 大阪志学台レオクラブと
当地区東北福祉大学レオクラブの合同アクティビティ

第
１
回
会
長
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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や
高
橋
宗
也
県
議
会
議
員
に
も
見
学
し
て
頂

き
、
熱
心
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
を
聞
い
て

頂
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
先
生
方
の
多
く
が
、
楽
し
い
時
間

だ
っ
た
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
こ
と
は
何
よ
り

で
す
。
閉
会
後
の
会
場
片
づ
け
は
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
で
行
う
予
定
が
、
先
生
方
か
ら
、「
私
た

ち
が
手
伝
え
ば
、
早
く
片
付
き
ま
す
よ
ね
。」と

率
先
し
て
お
手
伝
い
頂
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に

撤
収
で
き
て
、
感
動
と
感
謝
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
宮
城
県
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
発
生
件
数
と

引
き
こ
も
り
児
童
の
多
さ
は
全
国
２
位
で
、
東

日
本
大
震
災
後
、
特
に
深
刻
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
当
ゾ
ー
ン
で
も
、
復
興
住
宅
が
立
ち
並

び
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
構
築
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
友
人
環
境
が
変
化
す
る
と
と
も

に
、
い
じ
め
や
引
き
こ
も
り
の
問
題
が
月
に

一
度
は
新
聞
記
事
に
な
る
ほ
ど
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

　
人
間
関
係
の
構
築
に
優
れ
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
多
く
の
先
生
方
に
学
ん
で
頂
き
、
子
供
た

ち
の
健
全
な
人
間
関
係
の
構
築
、
学
級
づ
く
り

の
一
助
と
し
て
、
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
委
員
会 

副
委
員
長　
Ｌ 

新
木 

経
嗣
）

　

３
３
２
―
Ｃ
地
区
主
催
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

エ
ス
ト
「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
夏
季
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
８
月
３
・４
日
、
石
巻
め
ぐ
み
野

Ｌ
Ｃ
主
管
・
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
２
度
目
の
取
り

組
み
で
す
。

　

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
石
巻
市
・
東
松
島

市
・
女
川
町
の
小
・
中
学
校
の
全
教
職
員
へ

１
８
５
０
枚
の
募
集
要
項
を
配
布
し
、
お
申
込

み
が
あ
っ
た
先
生
方
を
中
心
に
、
田
尻
の
高
校

の
先
生
方
も
交
え
、
20
名
が
修
了
証
を
手
に
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ｄ
上
級
講
師
の
佐
渡
涼
子

先
生
が
ご
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
若
手
の
先

生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
ま
で
幅
広
い
年
代
の

先
生
方
が
参
加
し
、
佐
渡
先
生
も
「
こ
ん
な
に

ま
と
ま
り
の
良
い
先
生
方
を
ど
う
や
っ
て
集
め

た
の
か
？
」
と
聞
い
て
く
る
程
、
い
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
校
長
か
ら

言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
ご
自
身
が
必
要
と

思
い
、
申
し
込
み
し
て
い
る
先
生
が
多
い
か
ら

こ
そ
の
結
果
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
運
営
を
し
な
が
ら
我
が
ク
ラ
ブ
会
員
も
一
緒

に
体
験
し
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ど
う
い

う
も
の
か
知
っ
て
も
ら
う
い
い
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
橋
博
之
Ｒ
Ｃ
に
連
絡
を

取
っ
て
頂
き
、
工
藤
昌
明
・
東
松
島
市
教
育
長

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

夏
季
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

石
巻
め
ぐ
み
野
Ｌ
Ｃ 

主
管

2
0
1
7
年
８
月
３
・
４
日

東
松
島
市
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

LIONS QUEST

本
年
度
の
夏
季
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
県
内
３
会
場
で
開
催
さ
れ
、
約
70
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
大
盛
況
で
、
そ
の
中
か
ら
石
巻
め
ぐ
み
野
L
C
主
管
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。
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続
い
て
今
期
副
委
員
長
の
後
藤
Ｌ
よ
り
、
報
告
会
の

運
営
方
針
と
レ
ビ
ュ
ー
の
狙
い
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
活
動
の
実
態
把
握
と
Ｐ
Ｒ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
の
今
後
の
協
力
体
制
含
め
要
点
を
、
持

ち
時
間
15
分
で
プ
レ
ゼ
ン
頂
く
旨
了
解
を
得
ま
し
た
。

１
．
ア
イ
バ
ン
ク

　
　
東
北
大
学
医
学
部
眼
科　
横
倉
俊
二
先
生

２
．
骨
髄
バ
ン
ク

　
　
一
般
社
団
法
人 

宮
城
骨
髄
バ
ン
ク

　
　
阿
部
洋
一
事
務
局
長

３
．
腎
バ
ン
ク

　
　
公
益
財
団
法
人 

宮
城
県
腎
臓
協
会

　
　
小
泉
み
ど
り
事
務
局
長

４
．
献
血

　
　
宮
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー　
中
川
所
長

５
．
眼
鏡
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
設
立

　
　
山
口
克
宏
Ｌ

　

必
要
に
応
じ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト

資
料
を
使
用
し
、
各
々
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
が
15
分
を
守

り
な
が
ら
も
効
果
的
な
訴
求
を
実
施
し
、
闊
達
な
質
疑

応
答
の
中
で
、
①
レ
オ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
や
②
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
持
っ
て
社
会
貢
献
に
繋
げ

る
提
言
等
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
次
に
繋

が
る
非
常
に
深
い
内
容
で
、
盛
会
の
内
に
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
３
バ
ン
ク
献
血
増
強
委
員
会 

副
委
員
長　
Ｌ 

後
藤 

道
博
）

　
３
バ
ン
ク
献
血
増
強
委
員
会
初
の
活
動
報
告
会
が
竹
下

ガ
バ
ナ
ー
、
原
田
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
幹
事
、
１
Ｒ
各
Ｌ
Ｃ
会
長
或
い
は
３
バ
ン
ク
担
当
委
員

出
席
の
も
と
、
30
名
超
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
広
瀬
Ｌ
Ｃ
所
属
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
熊
谷
Ｌ

の
総
合
司
会
の
開
会
宣
言
と
参
加
者
紹
介
で
始
ま
り
、

お
忙
し
い
中
ご
臨
席
頂
い
た
竹
下
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ご
挨

拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
萩
Ｌ
Ｃ
に
て
当
委
員
会
の
礎
を

つ
く
ら
れ
た
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
頂
い
た
お
言
葉
は
非
常
に

深
く
、
ま
た
当
分
野
へ
の
期
待
値
も
高
い
も
の
と
皆
背

筋
が
伸
び
る
思
い
で
拝
聴
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
原
田

第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、
ご
自
身
の
入
院
体
験
か

ら
の
腎
バ
ン
ク
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
、
当
委
員

会
委
員
長
で
会
場
を
提
供
頂
い
た
仙
台
広
瀬
Ｌ
Ｃ
前
会

長
・
山
口
Ｌ
よ
り
開
催
主
旨
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
た
10

月
は
「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」

で
す
。
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
団

体
で
は
、
全
国
で
様
々
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
要
行

事
の
1
つ
で
あ
る
「
臓
器
移
植
推
進

国
民
大
会
」
が
、
10
月
15
日
（
日
）

に
東
京
都
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

と
い
う
記
念
大
会
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
臓
器
移
植
対

策
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
厚
生

労
働
大
臣
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、
当
3
3
2
―
C
地
区
が
表
彰
を

受
け
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
に
あ
た
っ
て
、
多
大
な
る

尽
力
を
さ
れ
た
3
バ
ン
ク
献
血
増
強

委
員
会
の
山
口
克
宏
委
員
長
（
仙
台

広
瀬
L
C
）
の
活
動
に
各
方
面
か
ら

感
謝
の
言
葉
が
届
い
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
催
日
時
◎
２
０
１
７
年
９
月
14
日（
木
） 

　
　
　
　
　

16
：
00 

～ 

18
：
00

開
催
場
所
◎ 

ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
・
ル
フ
ラ
ン

３
バ
ン
ク
及
び
献
血
セ
ン
タ
ー
と
地
区
担
当
委
員
会

及
び
１
Ｒ
各
ク
ラ
ブ
担
当
者
の
合
同
会
議 

開
催ライオンズクラブ国際協会332-C地区に対して

厚生労働大臣感謝状が授与
されることとなりました

活動報告
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2
0
1
7
年
9
月
21
日（
木
）に
、
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
特
別

企
画
と
し
て
、
遠
藤
誠
ラ
イ
オ
ン
み
や
ぎ
委
員
長
（
仙
台
青

雲
L
C
）
の
リ
ー
ド
の
下
、「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
座
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
期
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

重
点
目
標
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
が
復
活
し
、4
名
の
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
に
活

動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

は
、
必
携
や
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

も
あ
る
よ
う
に
、
地
区
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
役
職
で

す
。
そ
こ
で
、
地
区
の
皆
様
に
約
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
存
在
と
、
そ
の
任
務
に
当

た
っ
て
い
る
皆
様
の
考
え
や
今
後
の
地
区
の
方
向
性
を
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
座
談
会
に
て
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
座
談
会
記
事
を
通
じ
て
、
地
区
の
皆
様
が

各
リ
ジ
ョ
ン
・
各
ゾ
ー
ン
や
各
ク
ラ
ブ
の
理
解
を
さ
ら
に
深

め
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

司
会　
本
日
は
、「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
座

談
会
」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
期
、
竹
下
ガ
バ
ナ
ー
に
よ
り
当
地
区
に
お
い
て

約
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
」
の
皆
様
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
の
思
い
や
地
区
の
今

後
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、
そ
の
お
話
を
通
じ
て
地

区
内
の
相
互
理
解
と
交
流
を
推
進
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
さ
て
、

最
初
に
皆
様
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
出
会
い
と
こ

れ
ま
で
継
続
で
き
た
要
因
な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
武
者
R
C
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

奉
仕
、
自
己
向
上
、
そ
し
て
人
と
の

交
流
が
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
素
晴
ら
し
さ

武
者
R
C　
は
い
。
20
年
前
に
、
尊
敬
す
る
先
輩
に
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
お
誘
い
い
た
だ
き
入
会
し
ま
し

た
。
若
い
頃
か
ら
様
々
な
役
職
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
継
続
で
き
た
大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま

す
。
役
職
を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
は
、
嫌
で
も
や
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら（
笑
）。
竹
下
ガ
バ
ナ
ー
が

＜参加者＞
竹下 直義ガバナー
1R  武者 眞博 RC（仙台青雲 LC）
2R  永冨 淳次 RC（名取 LC）
3R  木川田 明弘 RC（仙台高砂 LC）
4R  大橋 博之 RC（東松島 LC）
＊所用のため、文書による参加

＜オブザーバー＞
浅野 喜一郎キャビネット幹事（仙台萩 LC）
高橋 淳キャビネット会計（仙台萩 LC）
＜企画＞
遠藤 誠ライオンみやぎ委員長（仙台青雲 LC）
＜司会＞
倉林 三四郎ライオンみやぎ副委員長

（仙台エコー LC）

リ
ジ
ョ
ン・チ
ェア
パ
ー
ソ
ン
座
談
会

L I O N
MIYAGI
特別企画

ライオンみやぎ遠藤誠委員長（仙台青雲LC）のリードで、ライオンみやぎでは初となる企画が実現しました
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千
葉
元
ガ
バ
ナ
ー
の

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事

を
さ
れ
た
時
に
、
初

め
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

副
幹
事
を
経
験
し
ま

し
た
。
と
て
も
大
き

な
経
験
で
し
た
。
振

り
返
る
と
、
現
在
と

は
全
く
違
っ
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
運
営
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
一
方
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
に
邁

進
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
の
温
度
差

か
ら
、
意
見
の
衝
突
が
深
刻
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
や
め
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
も
「
辞
め
た
ら

負
け
だ
よ
」
と
先
輩
か
ら
言
わ
れ
、
思
い
と
ど
ま
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
良
く
も
悪
く
も

様
々
な
方
々
と
の
交
流
が
私
の
活
動
の
原
点
だ
と
思
い

ま
す
し
、
少
し
は
成
長
で
き
て
い
る
の
か
な
と
自
分
な

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

永
冨
R
C　
私
は
、
誘
わ
れ
る
が
ま
ま
何
も
わ
か
ら
ず

入
会
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
入
会
し
て
す
ぐ
に

会
長
に
な
り
、
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
強
み
で
、
毎
月

様
々
な
ア
ク
ト
を
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た

ク
ラ
ブ
で
の
様
々
な

方
々
と
の
交
流
が
私

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
原

点
で
す
。
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、

ア
ク
ト
の
都
度
、
奉

仕
の
心
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
ク

ラ
ブ
の
会
長
の
時
に
行
わ
れ
た
、
名
取
L
C
と
名
取
つ

ば
さ
L
C
の
合
併
式
典
の
時
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
凄
さ
と

い
う
か
奥
深
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
で
L
C
I
F
の
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

他
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
あ
る
べ
き
姿
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ラ
イ
オ

ン
ズ
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
方
々
ば
か
り
で
す
ね
。

木
川
田
R
C　

父
親

が
仙
台
高
砂
L
C
の

初
代
会
長
で
あ
っ
た

こ
と
が
ご
縁
で
す
。

そ
の
父
の
葬
式
の
時

に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

メ
ン
バ
ー
の
方
々
に

と
て
も
盛
大
に
父
を

送
り
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ま
ま
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
会
後
も
、
お
か
げ
さ
ま
で

素
晴
ら
し
い
仲
間
に
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
活
動
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
R
C
を
拝
命
し

て
、
そ
の
活
動
を
進
め
る
中
で
新
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
改

め
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
橋
R
C　
私
は
、
取
引
先
の
社
長
に
お
話
を
伺
い
、

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
と
良
い
人
間
関
係
が
構
築
で
き
た
こ
と
、
活
動

内
容
が
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
私

の
思
い
と
共
有
で
き
た
こ
と
が
継
続
で
き
て
い
る
大

き
な
原
動
力
で
す
。

会
員
減
少
と
高
齢
化
が
地
区
の
課
題

司
会　

素
晴
ら
し
い
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
思
い
が
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
で
は
、
そ
う
し
た
中
で
、

現
在
の
地
区
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

大
橋
R
C　

会
員
が
増
え
な
い
点
が
現
状
の
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
活
動
を
再
確
認
し
、
自

信
を
持
っ
て
新
会
員
を
エ
ン
ロ
ー
ル
し
て
い
く
べ
き

と
感
じ
て
い
ま
す
。

武
者
R
C　
地
区
の
皆
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
奉
仕
を
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
方
面
か
ら
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
客
観
的
に
考
え
て
み
る
と
、
メ

ン
バ
ー
数
の
減
少
と
高
齢
化
は
顕
著
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
数
が
少
な
く
、
新
メ
ン
バ
ー
の
入
会

が
な
い
ク
ラ
ブ
も
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実
で
す
。

永
冨
R
C　

ク
ラ
ブ
に

よ
り
活
動
の
温
度
差

を
少
な
か
ら
ず
感
じ

ま
す
。
各
リ
ジ
ョ
ン
で

持
ち
味
を
引
き
出
し
合

い
、
楽
し
い
活
動
に
努

め
れ
ば
、
仲
間
・
奉
仕

と
も
に
自
然
と
増
加
し

て
い
く
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
も
う
少
し

リジョン・チェアパーソン座談会
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奉
仕
の
学
び
を
進
化
さ
せ
て
、
ク
ラ
ブ
存
続
の
た
め

に
と
い
う
よ
り
、
地
域
の
た
め
に
と
い
う
意
識
で
活

動
の
輪
を
広
げ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
も
必
要

で
す
。
行
動
と
と
も
に
そ
う
し
た
啓
蒙
も
必
要
だ
と

感
じ
ま
す
。
行
政
と
の
連
携
も
よ
り
積
極
的
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

木
川
田
R
C　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
が
出
て
こ
な
い

と
い
う
状
況
が
顕
著
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
私

の
リ
ジ
ョ
ン
で
は
顕
著
で
す
が
、3.
1
1
以
後
は
、

様
々
な
局
面
で
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

竹
下
ガ
バ
ナ
ー　

木
川
田
R
C
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お

り
、
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
が
出
て
こ
な
い
と
い
う
現
在

の
状
況
が
、
地
区
の
現
状
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
ガ
バ
ナ
ー
候
補
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
条
件
・

資
格
が
必
要
で
す
が
、
現
在
の
地
区
に
は
新
し
い
資

格
者
が
出
て
こ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況

を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
今
期
R
C
を
復
活
さ
せ
た
大
き
な
理
由
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
各
リ
ジ
ョ
ン
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
候
補
者
を
出
し
て
き
た
結
果
が
現
在

の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
見
据
え
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
で
変
化
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

若
手
の
抜
擢
や
活
性

化
が
そ
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

若
手
ガ
バ
ナ
ー
が
出
て
く
る
地
区
へ

〜
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
意
義
を
見
直
し
、

　

社
会
へ
積
極
的
な
P
R
を

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
お
話
の

通
り
、
地
区
の
現
状
は
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
現
状
は
見
方
を
変

え
れ
ば
変
革
を
す
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
現
状
を
将
来
へ
の
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
に
す

る
た
め
に
、
今
後
の
地
区
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？  

リ
ジ
ョ
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
の
お
立
場
か
ら
お
話
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

永
冨
R
C　

先
ほ
ど
の
ガ
バ
ナ
ー
の
お
話
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
地
区
は
今
後
次
世
代
の
育
成
と
次
世
代

に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
手
の
中
か
ら
ガ
バ
ナ
ー
候
補
が
誕
生
す
る
よ
う
な

土
壌
が
出
来
上
が
っ
た
時
に
、
新
し
い
展
望
が
開
け

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
武
者
R
C
に
は
是
非
、
そ
の

旗
頭
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
（
参

加
者
が
拍
手
） 
。
ま
た
個
人
的
に
は
、
今
後
の
地
域

社
会
の
流
れ
か
ら
、
地
区
の
青
少
年
の
育
成
が
大
き

な
柱
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
世
界
基
準

で
は
、
青
少
年
の
育
成
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
企
業
活

動
で
も
各
種
団
体
の
活
動
で
も
必
ず
盛
り
込
ま
れ
る

テ
ー
マ
で
す
。
子
供
達
の
健
や
か
な
成
長
こ
そ
が
、

い
い
地
域
社
会
の
未
来
を
創
る
か
ら
で
す
。

竹
下
ガ
バ
ナ
ー　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
若
手

を
育
て
な
け
れ
ば
未
来
は
な
い
。
真
剣
に
地
区
と
し

て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
と
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
と
の

両
立
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
若
い

方
々
の
仕
事
の
あ
り
方

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ

た
活
動
の
ス
タ
イ
ル
を

考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
言
う
と
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
の
目
的
共
有
の
場
の
提
供
や
委
員
会
を

は
じ
め
と
し
た
活
動
の
あ
り
方
の
見
直
し
で
す
。
今

ま
で
の
固
定
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
新
し
い
地

区
の
あ
り
方
を
考
え
、
目
的
や
目
標
を
共
有
し
て
い

け
ば
、
若
手
の
パ
ワ
ー
で
今
ま
で
以
上
の
活
動
が
で

き
る
は
ず
で
す
。
工
夫
と
や
る
気
、
そ
し
て
楽
し
さ

で
、
仕
事
も
ラ
イ
オ
ン
ズ
も
家
庭
も
全
て
こ
な
す
こ

と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

大
橋
R
C　

 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
意
義
や
な
ぜ

L
C
I
F
へ
の
献
金
が
必
要
な
の
か
、
と
い
っ
た
議

論
を
も
う
少
し
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
楽
し
さ
と
共
に
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
の
使
命

感
が
人
々
を
動
か
す
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
こ
と
を
目
的
に
し
た
例
会
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
増
強
が
地
区
の
ク
ラ
ブ

の
共
通
の
課
題
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
へ
の
会
員
増
強
委

員
会
の
設
置
の
提
案
を
は
じ
め
と
し
た
、
様
々
な
基

盤
づ
く
り
の
た
め
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

リジョン・チェアパーソン座談会



LION MIYAGI   2017年9・10月号 15

木
川
田
R
C　
会
員
の
増
加
が
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
解
決

す
る
糸
口
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、R
C
を
拝

命
し
て
か
ら
は
、
関
連
す
る
ア
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
に
は

す
べ
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
し
み
じ
み
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
継
続
す
れ
ば
、
会
員
は

自
然
と
増
え
て
い
く
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
そ

れ
が
会
員
増
加
の
王
道
で
あ
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、

誰
か
が
や
る
気
に
な
ら
な
い
と
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い

ア
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
は
生
ま
れ
な
い
と
も
、
改
め
て
感

じ
て
い
ま
す
。
地
区
と
し
て
は
、
何
を
や
る
の
か
を
明

確
に
し
た
企
画
と
良
質
な
運
営
の
ア
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
昨
日
よ
り
今
日
、
去
年
よ
り
今
年
が
良
く
な
っ
た

と
ご
縁
の
あ
っ
た
方
々
か
ら
評
価
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
私
自
身
R
C
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

武
者
R
C　

私
た
ち
の
活
動
の
情
報
発
信
つ
ま
り

P
R
を
質
量
と
も
に
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
何
を
す
る
の
か
を
明
確
に
し
て
、

ど
ん
ど
ん
社
会
に
対
し
て
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
T
V
や
新
聞
と
い
っ

た
固
定
さ
れ
た
媒
体
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
活
用
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
情
報
発
信

の
委
員
会
の
存
在
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
も
今

後
の
方
向
性
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
青
少
年

育
成
を
大
き
な
重
点
項
目
と
し
て
「
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
開
催
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
と
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
が
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
好
印
象
と
し
て
社
会
で
認
知

さ
れ
、
若
手
を
中
心
に
し
た
会
員
数
の
増
加
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

希
望
の
あ
る
将
来
を
描
き
、

新
た
な
行
動
を

司
会　

様
々
な
視
点
か
ら
お
話
し
を
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
、
リ
ジ
ョ

ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

武
者
R
C　

機
会
を
設
け
て
、
ク
ラ
ブ
ご
と
に
将
来

に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
う
こ
と
も
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。5
年
後
こ
の
ま
ま
い
っ
た
ら
ど

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
か
を
踏
ま
え
た
上
で
、
将

来
像
を
描
き
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
話
し
合
っ
た
時
に

新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仙
台

L
C
や
名
取
L
C
の
例
の
よ
う
に
、
合
併
を
経
て
再

び
活
力
を
増
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
全
国

的
に
見
て
も
こ
う
し
た

例
は
非
常
に
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
何
の
た

め
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
あ
り
活
動
を
継
続

す
る
の
か
、
こ
こ
さ
え

ブ
レ
な
け
れ
ば
ク
ラ
ブ

は
繁
栄
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
、
リ

ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー

ソ
ン
と
し
て
竹
下
ガ
バ
ナ
ー
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、
希
望
あ
る
将
来
を
描
き
、
新
し
い
行
動
を
起

こ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
川
田
R
C　

一
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。
実
の
あ
る
一
年
に
な
る
よ
う
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
今
期
の
竹
下
ガ
バ
ナ
ー
の
地
区
運
営
方
針
に

の
っ
と
り
、
会
員
増
強
・
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・

L
C
I
F
・
子
供
達
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
支
援
の
４

つ
を
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
橋
R
C　

ガ
バ
ナ
ー
の
思
い
を
率
直
に
受
け
止

め
、
リ
ジ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
。
そ
れ
は
、
リ
ジ
ョ
ン
内
の
行
動
量
に
比
例

す
る
と
思
い
ま
す
。

永
冨
R
C　

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
の
原
点
「
W
e 

S
e
r
v
e
」
を
大
切
に
し
て
、
高
い
志
で
仲
間
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。
相
互
理
解
・
相
互
交
流
を
大
切
に
し

て
、
地
域
の
方
々
に
期
待
さ
れ
る
ア
ク
ト
を
実
行
し

ま
す
。
①
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
②
説
明

責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
③
決
め
た
こ
と
・
約
束
は
必

ず
や
り
き
る　
以
上
の
３
点
を
行
動
指
針
と
し
ま
す
。

竹
下
ガ
バ
ナ
ー　

み
な
さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
お
話
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
地
区
の
こ
れ
ま
で
の
先

輩
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
伝
統
を
さ
ら
に
輝
い
た
も

の
に
す
る
た
め
に
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
み
な
さ

ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

司
会　
以
上
で
「
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
座
談

会
」
を
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
様
々
な
お

話
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リジョン・チェアパーソン座談会
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当
ク
ラ
ブ
は
野
球
競
技
を
通
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る
少
年
の
健
全
な
育

成
と
体
力
の
増
進
を
図
り
、
県
内
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
の
相
互
の
交
流
を
深
め
、
望
ま
し
い

社
会
性
を
養
う
と
す
る
本
大
会
の
主
旨
を
理

解
し
本
年
度
で
26
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
／
大
谷
地
二
俣
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝
／
中
津
山
ツ
イ
ス
タ
ー
ズ

三
位
／
赤
井
ビ
ク
ト
リ
ー

三
位
／
利
府
西
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
旧
河
南
町
の
県
立
自
然
公
園
「
名
峰
旭

山
」の
頂
上
及
び
駐
車
場
周
辺
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
枯
れ
枝
、
空
き
缶
等
、
軽
ト

ラ
１
台
分
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
場
所
を
吉
田
屋
に
移
動
し
て
暑

気
払
い
を
。
メ
ン
バ
ー
の
１
年
間
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

と
昔
ば
な
し
の
間
の
ト
ー
ク
で
笑
い
を
呼

ぶ
巧
み
さ
に
は
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
感

心
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
講
演
後
の
楽
し
み
は
何
と
言
っ
て
も
抽

選
会
で
あ
り
ま
す
。
雅
子
さ
ん
手
作
り
の

「
エ
ジ
コ
人
形
」を
20
名
様
に
、
我
が
ク
ラ

ブ
が
被
災
地
南
三
陸
志
津
川
の
さ
ん
さ
ん

商
店
街
か
ら
買
い
求
め
た
海
産
物
に
市
川

哲
也
L
が
今
年
も
提
供
の
幸
運
を
呼
ぶ
夫

婦
箸
を
併
せ
て
、
30
名
様
に
お
配
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
最
後
に
入
場
者
の
み
な

さ
ま
に
、
募
金
箱
に
入
っ
た
募
金
額

4
5,
7
8
3
円
が
す
べ
て
青
少
年
健
全
育

成
の
た
め
の
運
用
資
金
に
成
る
こ
と
を
申

し
添
え
報
告
と
し
て
終
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
拍
手
が
鳴
り
や
ま
な
い
情
景
を
想
像
頂

け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　
修
学
前
の
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方
が

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
と
、
市
民
セ
ン

タ
ー
や
地
域
の
児
童
館
、
民
生
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
方
々
と
連
携
し
て
の

毎
年
恒
例
の
支
援
活
動
で
す
。
当
ク
ラ
ブ

は
歌
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
就
学
前
の

子
供
た
ち
へ
幼
児
用
飲
料
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
は
虫
歯
予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
ま
し
た
。

　

第
11
回
を
迎
え
た
今
回
も
入
場
者

3
5
0
名
と
盛
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
伊
藤
博
子
L
の
司
会
で
幕
が
開
き

斎
藤
範
夫
会
長
の
挨
拶
に
続
き
真
打
「
雅

子
様
」
の
登
場
で
あ
り
ま
す
。
昔
ば
な
し

第26回旭山旗争奪少年野球河南大会実施旭山公園清掃

チャリティ講演会 遠野の昔ばなし

子育て支援活動

アクティビティレポート

石巻河南
LC

石巻河南
LC

仙台高砂
LC

仙台泉中央
LC

第4R  第1Z

第4R  第1Z

第3R  第1Z第1R  第1Z

日
時
◎
２
０
１
７
年
７
月
２
日
・
９
日（
日
）

場
所
◎
か
な
ん
球
場
21　

他
５
会
場

参
加
◎
44
チ
ー
ム　

L
14
名

　
　
　

５
回
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

日
時
◎
２
０
１
７
年
７
月
4
日（
火
）

参
加
◎
L
14
名

日
時
◎
２
０
１
７
年
６
月
５
日（
月
）

場
所
◎
高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
◎
３
０
０
名
・
L
５
名

日
時
◎
２
０
１
７
年
６
月
26
日（
月
）

場
所
◎
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

参
加
◎
3
5
0
名

県立旭山公園清掃
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木
町
小
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
初

優
勝
で
終
わ
り
、
賞
状
や
金
メ
ダ
ル
が
授

与
さ
れ
、
８
位
の
チ
ー
ム
ま
で
表
彰
を
受

け
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
途
中
水
分

を
補
給
し
な
が
ら
試
合
を
続
け
た
選
手
は

も
と
よ
り
、
大
会
主
幹
の
先
生
方
、
審
判

を
務
め
た
常
盤
木
サ
ッ
カ
ー
部
、
最
後
ま

で
応
援
を
続
け
た
父
兄
た
ち
は
汗
だ
く
の

二
日
間
で
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
ま
た
来
年
の
参
加
を
約
束

し
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

し
て
仙
台
市
泉
区
剣
道
連
盟
に
対
し
、
当

大
会
の
横
断
幕
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
し
た

事
か
ら
、
大
会
当
日
大
会
会
長
か
ら
丁
重

な
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
年
少
女
の
剣
士
た
ち
が
一
生
懸
命

に
剣
を
振
る
姿
に

胸
を
打
た
れ
、
少

年
・
少
女
た
ち
に

色
々
教
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
こ
と

に
気
が
付
い
た
一

日
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
仙
台
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
、
第
12

回
仙
台
市
小
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
交
歓
大

会
が
7
月
15
日
・
17
日
の
両
日
、
泉
サ
ッ

カ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
仙
台
市
内
の
小
学
校
女

子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
も
の

で
、
今
年
は
17
校
１
６
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
試
合
は
予
選
か
ら
始
ま
り
、
８

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
30
度
の
気
温
に
合
わ

せ
た
よ
う
に
手
に
汗
握
る
好
試
合
が
続

き
、
実
力
伯
仲
で
P
K
戦
に
も
つ
れ
た
試

合
が
３
試
合
も
出
ま
し
た
。
大
会
は
南
材

　

花
火
の
正
し
い
遊
び
方
に
つ
い

て
、
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
地
区

８
个
所
の
保
育
所
と
総
園
児
５
９
１

名
に
対
し
て
指
導
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
特
に
消
防
車
、
救

急
車
の
内
部
見
学
は
園
児
、
並
び
に

職
員
の
方
々
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　
７
月
９
日
、
仙
台
市
泉
区
体
育
館
に
お

い
て
第
42
回
泉
区
少
年
剣
道
錬
成
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
仙
台
青

葉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
共
に
後
援
し
て

い
る
大
会
で
す
。

　
６
月
23
日
に
我
が
ク
ラ
ブ
の
20
周
年
記

念
式
典
開
催
の
折
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と

迫桜高校献血
キャンペーン

第12回仙台市小学校女子サッカー交歓大会

第42回泉区少年剣道錬成大会

旧河南地区保育所園児に
花火指導と花火プレゼント

栗原若柳
LC

仙 台
LC

石巻河南
LC

仙台泉中央
LC

第5R  第2Z

第1R  第1Z

第4R  第1Z第1R  第1Z

日
時
◎
２
０
１
７
年
７
月
21
日（
金
）

場
所
◎
迫
桜
高
校

参
加
◎
受
付
29
名　

採
血
16
名　

L
６
名

日
時
◎
２
０
１
７
年
７
月
15
日（
土
）・

 

17
日（
月
）

場
所
◎
泉
サ
ッ
カ
ー
場

参
加
◎
17
校　

１
６
２
名

日
時
◎
２
０
１
７
年
７
月
５
日（
水
）～

 

24
日（
火
）の
８
日
間

参
加
◎
１
保
育
所
３
～
４
名
で
分
担

 

総
勢
26
名

日
時
◎
２
０
１
７
年
７
月
９
日（
日
）

場
所
◎
仙
台
市
泉
区
体
育
館

アクティビティレポート

毎年、この大会を審判として支えてくれて
いる常盤木高校女子サッカー部の皆さん

優勝チームの選手に賞状とメダルを
贈呈する橋浦愛武会長

献血協力者に粗品進呈
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入
会
動
機
・
抱
負

　
地
元
で
あ
る
青
森
県
で
も
、
著
名
な

方
々
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
と
い
う
認

識
は
幼
少
時
よ
り
持
っ
て
お
り
ま
し

た
。
今
回
、
岸
Ｌ
よ
り
お
誘
い
頂
き
名

誉
あ
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
奉

仕
の
精
神
を
学
び
つ
つ
、
地
域
の
皆

様
、
ク
ラ
ブ
へ
と
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

　
仙
台
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
未
来

を
担
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
若
き
ラ
イ

オ
ン
の
誕
生
で
す
。
奉
仕
の
心
を
モ
ッ

ト
ー
に
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

入
会
動
機
・
抱
負

　
石
巻
河
南
Ｌ
Ｃ
の
活
動
の
中
で
少
年

野
球
大
会
や
剣
道
大
会
へ
の
支
援
活
動

は
大
変
素
晴
ら
し
い
活
動
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
し
た
。
私
も
石
巻
河
南
Ｌ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
参
加
し
た
い
と
思
い
入
会
を
希
望
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

　
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
ば
か
り
で
す
。

共
に
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会長 L.今野 渉　L.楯石 光弘　L.吉田 拓郎 L.岸 俊一郎　　L.小林 洋平

　

青
森
県
八
戸
市
で
行
わ
れ
た
３
３
２
複
合
地
区
主
催

の
Ｙ
Ｃ
Ｅ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る（
賢
者
は
歴
史

に
学
ぶ
）で
す
。

　
７
月
28
日
は
開
会
式
が
行
わ
れ
、
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー

協
議
会
前
議
長
、
Ａ
地
区
D
地
区
Ｆ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
始

め
複
合
役
員
と
各
地
区
委
員
長
、
各
地
区
実
行
委
員
長
、

メ
キ
シ
コ
、
台
湾
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
４
名
の
来
日

生
と
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
校
生
徒
が
出
席
し
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
た
来
日
生
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
先
で
、
暑
い
中
着
物
を
着
て
体
調
を
崩
し
欠
席
と

な
り
ま
し
た
。
八
戸
市
長
へ
表
敬
訪
問
、
八
戸
ポ
ー
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
、
夕
方
か
ら
書
道
体
験
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
日
本
の
文
化
を
感
じ
、
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
八
戸
縄
文
学
習
館
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
種

差
海
岸
、
八
戸
水
産
科
学
館
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

３
日
目
最
終
日
は
、
３
日
間
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で

の
感
想
を
、
来
日
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
八

戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
高
校
の
生
徒
に
発
表
し
て
も
ら
い

閉
会
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
伝
統
文
化
を
八
戸
の
地
で
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
来
日
生
は
帰
国
ま
で
の
数

日
間
を
過
ご
す
為
、
各
地
区
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

に
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
来
日
生
の
一
人
が
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
具
合
が
悪
く
な
り
、
参
加
出
来
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

（
国
際
関
係
・
Ｙ
Ｃ
Ｅ
委
員
会 

委
員
長　
Ｌ 

松
田 

弘
美
）

Welcome Fresh Lion!
石巻河南LC
L.楯石 光弘
L.楯石千恵子

（家族会員）

仙台萩LC
L.小林 洋平

スポンサー Ｌ.吉田 拓郎
入会日 2017年7月25日

スポンサー Ｌ.岸 俊一郎
入会日 2017年7月１日

３
３
２
複
合
地
区 

主
催

２
０
１
７
年
７
月
28
日（
金
） 

　
　
　
　
　
　

～
30
日（
日
）

青
森
県
八
戸
市

Ｙ
Ｃ
Ｅ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て

活動報告
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332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 1 23,200 0 0 46 47 0 0 47 11 9 12 84.6
仙 台 五 城 2 135,600 1 10 54 54 1 0 55 18 10 20 68.5
仙 台 い ず み 1 35,200 1 4 45 44 0 0 44 3 0 0 70.4
仙 台 東 1 12,000 0 0 30 30 0 0 30 8 7 7 62.5
仙 台 泉 中 央 2 133,496 1 12 17 17 0 0 17 6 4 4 73.5

2

仙 台 青 葉 2 64,583 1 36 56 56 3 0 59 20 10 17 71.4
仙 台 広 瀬 1 18,400 0 0 22 23 0 0 23 1 0 0 73.9
仙 台 萩 6 380,800 3 35 39 42 1 0 43 11 9 13 77.9
仙 台 瑞 鳳 1 6,000 0 0 17 17 0 0 17 6 5 5 78.5
仙 台 杜 1 13,600 0 0 32 34 0 0 34 13 12 14 60
仙 台 シ テ ィ 6 397,512 2 13 38 39 1 1 39 11 6 8 77.4

3

仙 台 エ コ ー 9 743,600 0 0 97 100 0 4 96 39 28 47 72.9
仙 台 宮 城 野 2 122,000 0 0 16 17 0 0 17 0 0 0 66.6
仙 台 第 一 1 6,000 0 0 10 10 0 0 10 6 4 5 100
仙 台 青 雲 0 0 1 15 22 24 0 0 24 7 2 2 70.8
仙 台 コ ア 0 0 0 0 22 0 0 0 0 0 0 0 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 36 2,091,991 10 125 563 554 6 5 555 160 106 154

2

1

名 取 0 0 1 10 52 53 0 1 52 7 8 9 26.1
亘 理 3 33,026 0 0 19 19 1 0 20 6 6 6 61.5
岩 沼 0 0 0 0 21 29 0 0 29 11 11 12 61.7
柴 田 3 34,500 0 0 23 22 0 1 21 3 0 0 45.4
大 河 原 0 0 0 0 27 27 2 0 29 10 9 9 55
丸 森 0 0 0 0 14 14 0 0 14 4 4 4 55
山 元 2 115,000 0 0 27 27 0 0 27 10 9 9 77.7

2

蔵 王 2 4,400 1 2 25 29 0 0 29 11 6 9 0
川 崎 0 0 0 0 33 32 0 0 32 11 11 11 100
白 石 益 岡 2 35,400 0 0 16 14 0 0 14 6 6 7 100
村 田 2 182,400 0 0 17 17 0 0 17 4 5 6 100
七 ヶ 宿 2 20,000 0 0 9 9 0 0 9 2 2 2 71.4

　 リ ジ ョ ン 小 計　 16 424,726 2 12 283 292 3 2 293 85 77 84

3

1

塩 釜 3 176,220 1 3 24 24 0 0 24 6 6 9 76.6
多 賀 城 4 96,213 1 4 41 41 0 0 41 10 11 11 88.8
七 ケ 浜 1 6,440 0 0 19 20 0 0 20 7 6 6 71.4
仙 台 高 砂 2 39,568 1 10 31 34 1 0 35 15 14 17 66.6
仙 台 い わ き り 3 30,440 1 6 33 33 0 0 33 9 9 9 100
利 府 3 165,635 1 12 17 16 0 0 16 8 3 5 100
仙台ニューポート 1 110,000 1 14 15 17 0 0 17 3 4 4 100

2
大 和 エ コ ー 5 71,300 0 0 27 28 0 0 28 3 4 4 62.5
塩 釜 中 央 1 11,000 0 0 14 14 0 0 14 6 4 6 100
富 谷 0 0 0 0 29 30 0 0 30 9 7 9 81.2

　 リ ジ ョ ン 小 計　 23 706,816 6 49 250 257 1 0 258 76 68 80

4

1

石 巻 0 0 1 32 61 61 0 1 60 23 9 13 56.6
東 松 島 4 278,000 0 0 45 48 0 0 48 14 15 20 66
石 巻 中 央 3 45,800 4 36 27 25 0 0 25 8 7 11 100
女 川 1 0 1 99 12 11 0 0 11 0 0 0 86.3
石 巻 東 3 43,333 1 26 17 17 0 0 17 6 6 6 100
石 巻 日 和 1 21,600 1 19.5 12 16 0 0 16 7 3 3 100
石 巻 桃 生 0 0 0 0 27 27 0 0 27 13 10 13 0
石 巻 河 南 0 0 0 0 39 41 0 0 41 18 17 19 100
石 巻 河 北 0 0 0 0 8 8 0 0 8 3 3 3 62.5
石 巻 め ぐ み 野 7 566,200 1 24 45 44 0 0 44 19 11 23 100

2

南 三 陸 志 津 川 3 112,000 0 0 53 53 0 0 53 17 16 18 100
気 仙 沼 1 77,000 0 0 80 80 0 0 80 6 3 3 24.3
佐 沼 1 29,000 0 0 40 40 0 0 40 10 9 11 42.3
中 田 0 0 0 0 19 19 0 0 19 7 7 7 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 24 1,172,933 9 236.5 485 490 0 1 489 151 116 150

5

1

古 川 1 50,000 0 0 50 50 0 1 49 14 12 12 79.1
鹿 島 台 0 0 0 0 8 7 0 0 7 3 3 3 0
小 牛 田 0 0 0 0 3 3 1 0 4 0 0 0 87.5
涌 谷 3 42,000 1 13 61 59 0 0 59 22 22 22 74.3
古 川 古 城 0 0 0 0 11 11 0 0 11 3 3 3 100

2

栗 原 若 柳 2 30,000 0 0 42 42 0 0 42 13 9 13 72.4
古 川 中 央 1 30,000 1 15 13 13 0 0 13 3 0 0 69.2
志 波 姫 1 39,600 2 26 28 28 0 0 28 12 10 10 91.6
高 清 水 2 46,400 0 0 17 17 0 0 17 7 5 5 88.2
築 館 0 0 0 0 23 28 0 0 28 12 6 6 52.2
加 美 2 210,000 1 5 15 16 0 0 16 4 0 0 90.6

　 リ ジ ョ ン 小 計　 12 448,000 5 59 271 274 1 1 274 93 70 74

332-C 合計 111 4,844,466 32 481.5 1,852 1,867 11 9 1,869 565 437 542

2017年 9月度 マンスリー集計表 会員数 1,869名



ライオンみやぎ
2017年9・10月号

2017～2018年  第43巻〈2〉

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区 キャビネット事務局
〒980-0811 仙台市青葉区一番町2-5-5　一番町中央ビル603
TEL：022-398-3904　FAX：022-398-3914　E-mail：332-c@lions-clubs.jp
発行日／2017年10月22日
発行人／332-C地区ガバナー　L.竹下 直義（仙台萩LC）
編集人／ライオンみやぎ委員長　L.遠藤 誠（仙台青雲LC）

表敬訪問特集

竹下ガ バ ナーから郡市長へお祝いの花束贈呈 仙台市 郡和子市長とともに

登米市 熊谷盛廣市長とともに

今後のライオンズ の方向性をお話ししました

塩竈市 内形繁夫副市長との会談 村田町 佐藤英雄町長とともに

石巻市 亀山紘市長とともに

大崎市 伊藤康志市長とともに

仙台市長

石巻市長

大崎市長

登米市長

塩竈市長 村田町長


